
ドーン！グラグラ～グラ～
そのときどうする？？

●大きな揺れを感じたら

●片付が開始される前に

●少し落ち着いたら

１．先ず落ち着く！命を守る！
慌てていても事態は変わりません。まずは落ち着き、身の安全を確保しましょう。

２．周囲の被災状況を把握する！
・ケガ人はいないか？ ・帰宅できるのか？ ・現在地に留まるべきか？
ラジオ・テレビ・ネットなどで情報を集めましょう。

４．日本弁理士会（本会・地域会）へ連絡する！
災害発生時には、日本弁理士会から安否確認メール（自動送信メール）が届き
ます。まずはそちらに応答し、現状を日本弁理士会へ連絡。
・メール応答不可のとき、電話連絡する → （０３）３５８１－１２１１
・本会が機能しないとき、関西会に連絡 → （０６）６４５３－８２００
（災害用伝言ダイヤル利用時は、１７１－音声案内に従って操作する）
別途メールで連絡するとき、→ bousai@jpaa.or.jp （防災専用アドレス）

３．職場の人・家族の安否を確認する！
（１）災害用伝言板・伝言ダイヤルで伝言をする・聞く

１７１－音声案内に従って操作し、事務所・自宅等の電話番号を入力する。
（２）メールやＳＮＳ（例えばＬＩＮＥ）などで連絡をとる（電話より通じる可能性が高

い・時間がかかることあり）

５．被災状況（事務所・自宅）を写真撮影する！
罹災証明の取得・期限猶予の上申時に役立ちます。

６．期限の迫った手続きをチェックする！
・被災時の期限猶予の可・不可の確認 → 特許庁ＨＰにアクセスする
※期間延長可能なものは延長請求をする。
・様式→ 特許庁ＨＰより取得可能

７．取引先（顧客等）へ連絡・対応する！
日頃から、取引先等リストを複数人で事務所・自宅等の複数個所に保管しておく。


